
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m  

  

香川県立ミュージアム  

講堂 （高松市玉藻町５‐５）  

 

         

          
定   員  ２３０名（要事前申込・先着順）  参加無料 

 

         

          

申込方法  電話、「香川県電子申請・届出システム」を利用した 

 インターネットからお申し込みください。＊詳細は裏面参照 

申 込 先  瀬戸内海歴史民俗資料館 

 

         
          

〒761-8001 高松市亀水町 1412-2（五色台山上）   
TEL 087-881-4707 FAX 087-881-4784 
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/ 

＊瀬戸内海歴史民俗資料館ではありません。 
   会場にご注意ください。 

重 要 文 化 財 指 定 記 念 講 演 会 

 

風土に根ざした建築 
瀬戸内海歴史民俗資料館 

２０２５. 

６.２１Sat.   

１３：３０-１６：００  （開場１３：００） 

 

         

          
神奈川大学教授・ 

京都工芸繊維大学名誉教授 

松隈 洋  

［プログラム］ 

報告１ 「資料館のあゆみと館内空間の変遷」  

松岡明子 （瀬戸内海歴史民俗資料館館長） 

報告２ 「香川県における“建築”を巡る、いくつかの動きについて 

―ケンチクを紐解く・愛でる・楽しむー」 

     庄子幸佑 （香川県建築指導課職員）  

報告３ 「れきみんプロジェクト ―れきみんの建築を楽しもうー」 

    藤堂誠司 （香川県建築士会高松支部青年部会会員） 

講演 「山本忠司の求めた建築と瀬戸内海建築憲章の意味」 

          

後援：（一社）香川県建築士会 協力：高松中央ロータリークラブ 

         
          

MATSUKUMA,Hiroshi 

1957 年生まれ。京都大学工学

部建築学科卒業後、前川國男建

築設計事務所入所。2000年4月

京都工芸繊維大学助教授、

2008年 10月同教授、2023年 4

月から現職。工学博士（東京大

学）。専門は近代建築史、建築設

計論。DOCOMOMO Japan 代表

（2013-2018年）。 

撮影： 
宮脇慎太郎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

２０２５.６.２１（土）  １３：３０－１６：００ （開場１３：００） 

香川県立ミュージアム 講堂 

 

         

          

香川県立ミュージアム 

◎JR 高松駅から東へ９００ｍ 
◎ことでん高松築港駅から東へ８００ｍ 
◎ことでん片原町駅から北へ５００ｍ 
◎ことでんバス「県民ホール前」から南へ２００ｍ 
【駐車場】 
県立ミュージアム地下駐車場（５０台、有料） 
香川県玉藻町駐車場（有料） 

定 員 等  ２３０名（要事前申込・先着順） 参加無料 

申込期間  ２０２５年４月３０日（水）から、定員になり次第終了 

申込方法  電話、「香川県電子申請・届出システム」を利用 

 したインターネットでお申し込みください。 

        ＊インターネットからのお申し込みは、瀬戸内海 

  歴史民俗資料館ホームページ右下の「関連 

  リンク」から「香川県電子申請・届出シス 
  テムのページへ」をクリックしてください。 

申込・ 

問合せ先  瀬戸内海歴史民俗資料館  

（下記参照） 

 

 

〒７６０-００３０ 高松市玉藻町５-５  
TEL ０８７-８２２-０００２（代表）  

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/kmuseum/ 

開館時間  ９：００-１７：００（入館は１６：３０まで） 入館無料 
休 館 日  月曜日（月曜日が休日の場合は翌火曜日） 

◎JR 高松駅から車で約２５分・JR 坂出
駅から車で約３０分 
◎徳島方面から…高松自動車道檀紙 IC
より車で約３０分 
◎岡山方面から…瀬戸中央自動車坂
出北 IC より車で約３０分 
◎愛媛・高知方面から…高松自動車道
坂出 IC より車で約３５分 
＊いずれも県道高松王越坂出線の大崎
ノ鼻経由  
◎駐車場：普通車３０台、大型バス可 

〒７６１-８００１高松市亀水町１４１２-２ 
TEL ０８７-８８１-４７０７ FAX ０８７-８８１-４７８４  

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/ 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m  

  

五色台の山上にある瀬戸内海歴史民俗資料館は 

戦後モダニズム建築の作品として高く評価され、 

令和６年１２月、国の重要文化財に指定されました。 

本講演会では、近代建築史をご専門とする松隈洋氏をお招きし、 

設計者である山本忠司が瀬戸内海という広い視点から 

考え求めた当館の建築について紹介するとともに、 

資料館としての歩みや近年の取り組みについても報告し、 

建築と自然、収蔵する民俗資料を活かしながら 

地域の中で活動するこれからの資料館のあり方を考えます。 

風土に根ざした建築 瀬戸内海歴史民俗資料館 

［プログラム］ 

１３：３０  開会 

１３：３５  報告１ 「資料館のあゆみと館内空間の変遷」  

松岡明子 （瀬戸内海歴史民俗資料館館長） 

１３：５０  報告２ 「香川県における“建築”を巡る、いくつかの動きについて 

－ケンチクを紐解く・愛でる・楽しむー」 
              庄子幸佑 （香川県建築指導課職員）  

１４：００  報告３ 「れきみんプロジェクト ―れきみんの建築を楽しもうー」 
             藤堂誠司 （香川県建築士会高松支部青年部会会員） 

１４：２０  ［ 休憩 ］ 

１４：３５  講演  「山本忠司の求めた建築と瀬戸内海建築憲章の意味」 
             松隈 洋  （神奈川大学教授・京都工芸繊維大学名誉教授） 

１５：５５  挨拶    池田豊人 （香川県知事） 

 

神奈川大学教授・ 

松隈 洋 

1957年兵庫県生まれ。 

京都大学工学部建築 

学科卒業の後、前川國 

男建築設計事務所入 

所。2000年 4月京都工芸繊維大学助教授、2008

年 10 月同教授、2023 年 4 月から現職。工学博

士（東京大学）。専門は近代建築史、建築設計

論。DOCOMOMO Japan代表（2013-2018年）。主

な著書に『未完の建築 前川國男論・戦後編』、

『建築の前夜 前川國男論』（日本建築学会賞［論

文］受賞）など。「生誕 100年・前川國男建築展」ほ

か多くの建築展の企画に携わる。 

MATSUKUMA,Hiroshi 

京都工芸繊維大学
名誉教授 

重 要 文 化 財 指 定 記 念 講 演 会 

 

会場案内 


